
平成２３年度 三原市立八幡小学校 教育研究構想 
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外国語（英語）活動  【研究の仮説】 

○ 授業スタイルを確立し，児童が「表現した

い」「伝えたい」と思える場面を設定すれ

ば，外国語（英語）活動に対する意欲が高

まり，豊かな表現力が育つであろう。 

検証の指標と達成目標 

１ 「あいさつ・歌・学習課題の確認・チャンツ

  ゲーム・振り返り」の教師の自己評価  

                  ８０％ 

２ 外国の方との交流会等を通した体験的活動 

  の実施             ８０％ 

３ 活動後の振り返りの肯定的評価  ８０％ 

１ 八幡小英語活動スタイルに基づく授業の工夫

２ 児童が「伝えたい」と思う場の設定 

３ 評価の工夫 

検証の指標と達成目標 

研究の内容 

１ 学習課題の明確化と評価 

２ 算数的活動の工夫 

３ 表現する場の工夫 

算数科  【研究の仮説】 

○ 授業の中で算数的活動を充実させ，自分の

考えを表現する場の設定をすれば，思考

力・表現力が育つであろう。 

 

１ 単元末テスト「思考」領域達成率が 

  ８０％以上の児童の割合   ８０％ 

２ 算数的活動が効果的であったという 

  指導者の肯定的評価     ８０％ 

３ 自分の考えを表現できたという児童の 

  肯定的評価         ８０％ 

研究の内容 

研究主題 

思考力・表現力を育成する授業の創造 
～豊かに表現する外国語（英語）活動～ 

～算数的な活動を生かした指導の工夫～ 

学校教育目標  未来を拓く 心豊かで たくましい八幡っ子の育成 

 
三原市新・教育創造ビジョン 県内トップレベルの学力定着と信頼される学校づくり 

豊かに表現する力 最後まで追究する力 しっかり考える力 

各教科・道徳・特別活動で育てたい力 


